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岩場が開発を 進めているふ 化用水中の水生菌の 滅菌ガ法について ，水道 機 Ⅱ (f 知 

に 依頼したところ 次のような報告を 得た。                                                           
1  水生萌のオゾン 処理に関する 実検 あ るが， その他にビールスや 栄養障害もあ 

l . はじめに る 。 

最近の世界のサケ・マスの @, 鮒隻 量は年間 また，ふ化場，養魚 場 で は 魚が群集して 

40 万一 50 万トンであ り， 日本はこの内の 35 いるため伝染しやすく ，適当な水流によっ 

一 40% を @ 獲して世界 1 位を占めており ， てこれを排除することが 必要であ る。 これ 

貴重な漁業資源とされている。 らの病源生物が 表流水，伏流水中に 混入し 

しかしながら ，河川流域の 開発が進み， てそれらが病気を 起こすと考えられている 

剛 ll の産卵環境が 荒らされて， その結果と ので，それらを 死滅させるこどにより ，病 

して資源の生産量は 減少してきている。 こ 気の出現がかなり 抑えられるのではないか 

れらの資源保護と 安定した漁業のため ，サ と考えられる。 

ケ・マスの生態，人工ふ 化を中心にして 多 今回，サケ・マスに 付着・生育する 水生 

くの基礎的な 研究が行なわれ ， これに基づ 菌を中心に池中の 水生菌も含めて ，オゾン 

いて条約により 資源の保護策を 講じている。 処理がこの生物に 対して，有効か 否かを判 

サケ・マスは 自己の生まれた 河に帰って 定するために ，下記の要領で 実験を行なっ 

産卵する習性があ るために， 1 つの河川の たので， ここに報告する。 

産卵群を強度に 漁獲するとか ，あ るいは産 2. 水生菌とは 

卵を阻害するなら ， その河川に回帰するサ まず，実験の 説明に入る前に ，簡単に水 

ケ ・マスは減少し ，自炊の状態にあ っては 生菌とはどのような 生物であ るかを説明し 

                        ら 補充されることはない。 その てみたい。 

ために，各国とも 古くから l, 魚 獲の制限，河 「カビ」とか「きのこ」とか 言われてい 

川の環境保全等の 措置を講ずる 他 ，それで る植物は，真菌植物間という 大きなグルー 

も 資源減少の阻止のできない 河川では人工 フを 通俗的に呼んで   い るに過ぎない。 

ふ化放流事業を 7 千 っている。 そして，我々が 良く知っている「藻類」 

しかし，自然の 状態では魚群は 広く分散 が葉緑体やその 他の色素体を 持って無機物 

しているため ，直接的にも 間接的にも病源 を栄養として 生活しているのに 対し， これ 

体の付着する 可能性は少なく ，伝染性疾患、 らの真菌植物は 色素を持っていないため ， 

は 少ないが，人工ふ 化を実施する 場合には， 主として寄生・ 腐生など有機物を 栄養源と 

生涯を通じて 多種多様の病気に 罹る。 これ する生活を営んで い る生物群であ る。 

らの病源生物にば 植物性の細菌， カピ，動 真菌植物は次の 4 つの綱に分けられてい 

物性では単細胞動物から 線虫， 甲殻類まで る。 

一 q 一 



(1@  藻菌綱 ア hycomycetes 的に存在するし ，胞子を作るものは 本来 陸 

(2) 担子菌 綱 Basidiomycetes 上生活を営んで い るが， しばしば水中から 

(3@  子襄菌綱 Ascomycetes も 発見される。 現在この綱の 種の数はざっ 

(4@  不完全 菌綱 Deuteromycetes と 1,4 ㏄種であ り， このうちで魚に 寄生す 

これらの 4 つの綱のうち ， 藻菌 綱は真菌 るものもわずかながら 知られている。 

植物の中では 最も進化していない 群であ る 3. 実検目的 

と 言われ，一般に 菌糸に隔壁を 生じない， 本 実験の目的は ， オ 、 ハノにより水生菌へ 

ひわりる多核体であ る。 有性生殖は主とし の滅菌効果の 有無及び潜在オゾン 量とヰ妾触 

て卵子接合であ るが，または 接合子襄の直 時間の変化による 効果の変化を 観察してみ 

接接合によって 行なわれる。 ることにあ る。 

また，無性生殖はべ ン 毛を持つ遊走子が 4. 実検時間 

それを持たない 胞子などで行なう。 この 藻 昭和 46 年 1 月 18 日 一 2 月 25 日 

菌類の遊走子を 生ずるものの 多くは， 「 水 訳本 は サケ・マスふ 化場千歳支場のふ 化 

生菌」の名で 呼ばれており ，水中には普遍 用水を用いたが ，水質は表 1 のとおり。 

表 @  拭 水の水 竹 

ト @ 観 

臭 味 度 色 ケ イ 酸 S@, ppm 濁 度 

pH  T 直 

フ ッ 素 F  ppm 

総アルカリ 度 CaC03 ppm 

総 酸 度 CaCo, ppm 

遊離炭酸 C0 ， PPm 

蒸発残留 物 

浮 遊 物 亜 鉛 Zn  pPm 

総 硬 度 CaCo, ppm 

炭酸塩硬度 CaCo,  PPm 

非炭酸塩硬度 CaC0 ， PPm 

窩 万考 ぎ播笘皿 KMn0 ， ppm 

亜硝酸性窒素 N  ppm  不検出 判 定 良 な子 

す
 。
 

小
 

 
 

 
 

 
 

略
 
を
図
 

概
 

置
 

装
 

理
 

処
 

 
 

 
 

ド
オ
 

装
 

挨
 
1
 

 
 

5
 

一 1 0  一 



( 曝気処理を行なれず 潜在オゾンの 存 
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5 一 2. 曝気装置 

概略を図 2 に示す。 

    
  フイルター 

    

  成川 空簾 

    し坦装尻 サンフリアク オソノ 旧 @i 払 l@   Ⅲホン フ 

図 2. 

6. 実験方法 

前記の装置により 潜行オゾン量及び 接触 

時間を種々変更し ，水中遊泳している 遊走 

子をオゾン処理した。 しかし， 魚 や魚卵 好 

及ぼすオゾンの 影響が解っていないので ， 

APnanomyces sp  ?  (1) オゾン処 

理結果は表 2, 図 3 に示す通りであ る。 

表 2. 試水 40m コ中の遊走子 数 

オゾン @ 急度                                   接触時間 ( 分 ) 

まず試料を次の 2 群に分けた。 

1) オノン処理した 試料を曝気せず ， 

オゾンが 溶 存している状態のもの 

2) オゾン処理した 試料を曝気して ， 

オゾンが 溶 存していない 叫ね 態にした 

もの 

これらの試料各々 40m クを滅菌したシャ 

ーレ ( ペトリ皿 ) に移し， これにアサの 実 

米 処理後のサンプリンバ 中に混入した 

のと 見 、 われる。 

8 一 1 一 2. 水生菌 SK No.7102 

Aphanomyces sp  ? (2@ オゾン処理 

結果は表 3, 図 3 に示す通りであ る。 

表 2. 拭水 4 帖 危 中の遊走子 数 

を 2 個 づつ 入れる。 

遊走子 1 個体から菌糸が 1 本しか発芽し 

ないという事実から ，培養開始後 2,3 日後 

に発芽した菌糸の 数で，殺菌効果の 判定を 

行った。 なお，使用した 蒸留水，空気等は 

いずれも滅菌したものを 使用した。 

7. 実検条件 

ガス流量 200-500L /hr 

オゾン濃度 17.9-1.gg ノ m,- 空気 

湘字 オゾ   " 6.6ppm- 痕跡 

接触時間 l 一 W0 分 

8. 実検結果 

8 一 1. オゾンによる 水生菌の殺菌効果 

オゾン 潜 在 
濃 度 オゾン 

  

接触時間 ( 分 @ 

原水       10 

877       0 

2372       0 

714       0 

%56       0 

2 ㎝ 0       0 

一 1 l - 一 



l @@@@@@   一 1@@@   ｜ 

@ 麦 角出 @ 寺 ㍉ 

図 3. 水生首のオゾン 処理効果 

8 一 1 一 3. 水生菌 SK No.7103 

Saprolegnia や (1) オゾン処理結果 

は表 4, 図 4 に示す通りであ る。 

表 4. 枕木 40mf 中の遊走子数 

オゾ 濃度オゾ ノ " 潜在 " ノ 接触時間 ( 分 ) 

g/m, Dpm 原水 1 3 5 10 

A5920 0 0 0 一 

5.1 1 .57 
Rf652 0 0 0 一 

A5360 0 0 0 一 

3.9 0 ． 97 
B 卸 00 0 0 0 一 

A4680  0 0 0 0 
2.5 0 ． 92 

B5280  0 0 0   

  
  

  
  

  

  
  
    
    

  

  
@0[ 分 ) 

  - 原 
一 
  

図 4. 水生菌のオゾン 処理効果 

8 一 1 一 4. 水生菌 SK No.7104 

Saproleegnia sp.o (2) ( サケの卵に 付 

着していたものを 分離・培養したもの ) 
オゾン処理結果は 表 5, 図 5 に示す通 

りであ る 0 

表 5. 拭水 40m0 中の遊走子 数 
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Ⅹ 処理後のサンフリンバ 中に混入した 

ものと見、 われる。 

一 1 2  一 



 
 

 
 

 
   2. オゾンによる 水牛菌の殺菌効果 

@ ゾン 処 用後曝気により 溶存 オ 

ゾンのな い 状態で培養したもの ) 

一 2 一 1. 水生菌 S K. Ⅲ 7104 

Sapro@egn ぬ sp. 。 ， 2@  オゾン処理結 

果は表 6. 図 5 に示す辿りであ る， 

表 6  武本 50ml 中の遊走子 数 
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9. 考 察 

結論から言うと ，今回の舐   験 により， さ 

けの卵に寄生していたものと ， 水中に生育 

していた水生菌に 対して，両方 共 オノン処 

理で完全に効果があ ることが 解 った， 

特 : こ 顕著なことは ，農林由水産庁北海道 

さけ・ます バ   仕場より送付された 卯にけ 右     

していた小出歯 [Saprole@nlia sp J l-- つ 

いては・ 溶存 オノンが痕跡程度でも 明らか 

に殺菌効果が 兄 られたことであ る。 

また M は一 5 に接角川 侍 Ⅲの変化による 処 

理効果を表わしてあ るが， 2, 3 の例外 @ 処 

t 甲 後のサンフリンバ 中に混入 し ，生育した 

ものと思われる J を 除いて，他のものは 1 

分後に全て タ目 成ずる ， 

以 Ⅱのことから 溶存 オゾ 、 ノ 0.5ppm @ わ 二 

で， 1 分Ⅲ処理すれば 水牛菌の遊走Ⅰは 殆 
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下
こ
 しては， 

注入オゾン 量 0 ・ 5 岩と叩 
処理水の滞留時間 瞬間 ( 配管中の 

滞留時間程度 ) 

注入オゾⅡ ヒ 空気濃度 10 0, m 与一 一 生 と 摂   

を採用した 

ス 。 さけ ・ますふ化槽 へ 流入する滅菌 

水中の溶 存 オゾン量については ，今後の 

実験で決定されるべきものであ るので， 

実際装置では 潜在オゾン キ n 

実験装置では 可変 

の 状態を考えた。 なお，処理対象水の 水 

質が良好で，オゾンと 化学反応をすると 

考えられる 鉄 ，マンガンおよび 各種有機 

物の量は微少であ り，水生菌 は ついても 

オゾンの化学反応消費量は ビ 一力一実馬食 

では検出できない 程の量であ ったので， 

仕手反応による 消費オゾン量は 省略した。 

2 一 2. フロシートおよびその 内容 

2 一 2 一 1. 実際装置 

  

T ⅡⅠ ;;;:, 
ふ化槽 へ 

 
 

 
 

@ 把 オ ソン 槽 

図 6  オゾン滅菌 装廿 フロシー   

一 l 4 



実際装置の プ ロシートは図 6 のよう 

になり，その 概要は以下のよ う であ る。 

条 件 

処理水量 6(k ㎡Ⅰ H 

注入オゾン 量 0 ． 59 ノ ㎡一水 

注入方式 インジ エ クタ一 

による部分注入 

表 7  装 

方式 

脱 オノン方式 塩ビ八二カムを 

ぬれ 壁 とした強 

制 脱気 方式 

排気オゾン処理方式 大気拡散 

ランニンバコスト Ike 一 O, 

Ⅰ 150 円 

可 内 容 

    目的および内容 容 
零貞 

量 令 ( 当社見積 ) 

原水貯留タンク 処理水量の変動等の 緩衝 タ 原則として既設のものを 改 

ンク およびインジ エ クタ一 良 

水の定流量確保 

オノン圧入用言 インジ エ クターを用いて オ 15 ㎡Ⅰ H .3k ビノ ㎝ ， 120,000 

圧 ポンフ     ツ ンガスを吸引，溶解する 3.7 Ⅳ 50HZ 

ためのポンフ。 

オゾン圧入用 オゾンガス吸引用 オゾン 硬質塩ビ 製 インジ エ 一 の吸収効率 70 一 80%   14% 

スロート 20 い 

駆 動 圧 2.3k が cm, 70,000 
    圧 0 ． 3k が㎝ ' 

使用水量 10 ㎡Ⅰ H 

吸引空気 6 ㎡Ⅰ H 脱 オゾン装置 ド ン滅菌水を散水し ，塩 井 塔 1,800 口 X3.000 

ビ 八二カムのぬれた 童 部分 5 ㎜鋼板に塩ビライニン 

で   ，下方から上方に 抜ける グ   
強制換気空気で 脱オゾン す 塩 ビ 八二カム 3 ㎡ 

る 。 1,000 口 X l,000 700.000 一 

多翼 送風機 

風 量 8.2 ㎡Ⅰ H 

静 圧 3,2%@H, O 
0.4Kw  50H Z 

オゾン発生機 乾燥空気 ( 露点 一 2(I,C 以下 ) Wel sbach 社製 

を 原料とし， 皿声 放電によ CLP 一 4 一 D lgL 手 動 

り 連続的にオゾンを 発生す 生 量 589 Ⅰ H 6,420,000 一 

る 装置一式 ( 除湿装置， ブ 原料空気 6 ㎡Ⅰ   

ロ ヮ 一等含み ) 冷却水量 1800 Ⅰ H 白 動 

所要電力 1.8 冊 7.400,000 一 

50 H Z 
i500r230  V 

・ il" 測 脂 類 

・インジニクタ 0 一 15 ㎡ⅠⅡ 
一水月 液 流 
量計 

・ @             ブルドン音圧力計 0 一 5 ke/cln2 
・潜在オゾン 計 溶存 オゾンの監視およびコ 

・注入 オ                 ，メトロール オルトトリジン 比色法 
空気 計 注入オゾン量の 。 l" Ⅴ吸収又 は軌 伝導 法   

一 l S 一 

50,000 一 

5,000   

300 ・ 000 一 

700 ， 0 ㏄ 一 



2 一 2 一 2. 実験装置 

実験装置の プ ロシートは図 7 のよう 

になり， その概要は以下のようであ る。 

条 件 

処理水量 1m3 /H- 水 

注人才ゾン 量 0 ． 5e-0 ， /m3- 水 

注入方式 インジ エ クタ一 

による吸引注入 

脱 オゾン方式 散 気管による強 

制曝気 

持ト気オゾン 処理方式 塩ビラシ 

リング塔に ョ一 

化か ノ 溶液を散 

布し， オゾンを 

化学 吸 Ⅱ x させる。 

圧力・ :@ 

  インシエクター 

原水 u.f 留 タンク 

  
図 7. オゾン 減苗 実検 装仁 フロシート 

表 8. 装 仁 内 容 

名 称 目的および内容 容 量 金 額 

妬 ' 水 タンク 1m3 米 40 ．㏄ 0 ． - 

オゾン注入用高圧 5m3 7H- 水   

ポンフ 3.0kg/ ㎝， 1.5K.W3P 70 ，㏄ 0 ． - 

オゾン注入 m ノズル 径 50 
インジ エ クター スロートネ 壬 10 の 

スロート 長 50   

使用水量 1.2m' /H 40,000.- 

駆動圧 1.7kg/m, 

背 圧 0 ． 3kg ノ m, 

吸引風景 0 ． 4m, /H 

一 l 6 一 



  

名 称 目的および内容 容 量 金 額 

オゾン接触 槽 インジ エ クター注入した オ   /      塔 径 1 ㏄ の   

ンを 処理 水 と並流状態で 散京 洛 長 2 ㏄ 0 30 ，㏄ 0.- 

し 、 オゾンの 吸ム x 効率と処理 

水の滞留時間をとるもの。 

脱 オゾン 槽 オゾン水を散気管で 曝気 し， 塩ビ 槽 脱 オゾンするもの ， オ ン 水 130L  Xl ㏄ OW  Xl ㏄ H 40 ，㏄ 0 ． - 

は 迂回しながら 順次曝気され ， 

実験使用の溶 存 オゾン水をふ べ ビーコンプレッサ 一   

化 槽に導     1 ㏍ 2 ㏄ V  3P 40 ，㏄ 0 ． - 

オゾン発生機 Welsbach@ tt@ T-@ 408 

発生量 3.39/H   

空気量 0 ． 222m, /H 1,070 ，㏄ 0 ． - 

冷却 水 19.2Q ノ H ll5V 0.12 ㏍ 

同上用除湿 器 PA- l 型 14B ノ ㎡ n   

0 ． 8 Ⅳ 1l5V 437, ㏄ 0 ． - 

計測器 類 0 一 3m, ノ H   

水月流量計   40 ，㏄ 0 ． -   0 一 3k9/ ㎝ ， 5, ㏄ 0 ． - 

オゾン化空気濃度   

測定用サンプラー 10 ，㏄ 0 ． - 

オゾン化空気用 流   一 5 ㏄ ん /H 

量計 オゾン発生機に 組み込み 

排気オゾン処理装 1 ㏄の Xl 側 0   

置 l 式 20,000.- 

  

KI タンク 50 り 5, ㏄ 0 ． - 

ラボーポンフ 米 10 ，㏄ 0 ． - 
      

す さ i ますふ化槽 

米 印は当社で保持している 装置で借出し ，可能なもの。 

8. 美点袋 旦 および実技芸Ⅰの 概算 当社在庫使用 75,000.- 

前表を加算すれば 費用が出るわけで ( 他に実験経常費および 実験者の 

実際装置 9,345,           人件費等が 倒 る。 ) 

( 津屋，配管，電気配線，基礎工 ( 担当 : 村木 ) 

車費等は含まず。 ) ( 水道機工株式会社 ) 

実験装置 金 品。 調達 1,857.000 ． - 

一 l 7 一 




